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肩に担ぎいざ奈良へ�
思いを込めた７本の竹�山城松明講社�

肩に担ぎいざ奈良へ�

「
京
田
辺
エ
コ
パ
ー
ク
か
ん
な
び
」

（
仮
称
）
と
市
は
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め

の
活
動
の
一
つ
と
し
て
「
リ
ユ
ー
ス
フ

ェ
ア
」
を
開
き
ま
す
。

家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
家
具
、

電
化
製
品
、
雑
貨
な
ど
不
用
な
物
を
必

要
と
す

る
人
に

安
く
提

供
す
る

催
し
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
物
を
繰

り
返
し
大
切
に
使
う
活
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
（「
京
田
辺
エ
コ
パ
ー
ク
か
ん
な

び
」
は
、
甘
南
備
園
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
館
を
活
用
し
て
、
廃
棄
物
な
ど
の
再

利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
体
験
学

習
・
情
報
提
供
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
、

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
各
活
動
を
支
援
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
す

る
市
民
団
体
の
仮
称
で
す
）。

日
時
＝
３
月
２５
日
�
午
前
１０
時
か
ら

場
所
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備

園
内
リ

サ
イ
ク

ル
プ
ラ

ザ
館

内
容
＝
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

家
具
、
電
化
製
品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。
紙
す
き
体
験
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す

問
合
せ
先
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘

南
備
園
内
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
館
（
�

６８
・
１
２
８
８
）

受
付
場
所
＝
観
光
案
内
所

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

１０
時
（
受
付
後
、
各
自
ス

タ
ー
ト
）

参
加
費
＝
▼
大
人
（
高
校

生
以
上
）
…
５
０
０
円
▼
小

人
（
小
・
中
学
生
）
…
２
０

０
円
。
参
加
費
は
当
日
、
受

付
で
現
金
で
集
め
ま
す

申
込
方
法
＝
電
話
、
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で

代
表
者
の
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
（
大
人
・
小
人
の

別
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
３
月
２６
日
�

午
後
５
時
ま
で
。
は
が
き
は

当
日
の
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
＝
観

光
案
内
所
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
４
京
田
辺
市
田
辺

中
央
４
丁
目
３
・
３
Ｃ
Ｉ

Ｋ
ビ
ル
内
、
�
６８
・
２
８

１
０
、
�
６８
・
２
８
１
７
、

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

kyotanabe@
ikkyu-

land.gr.jp

）

観
光
協
会
は
、
市
内
の
観

光
名
所
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
、
桜
や
菜
の
花
が

咲
き
誇
る
春
の
京
田
辺
を
満

喫
し
て
も
ら
う
「
花
見
ウ

ォ
ー
ク
」
を
開
き
ま
す
。

観
光
案
内
所
を
ス
タ
ー
ト

し
、
一
休
寺
、
甘
南
備
山
、

同
志
社
大
学
を
経
て
、
国
宝

十
一
面
観
音
立
像
で
知
ら
れ

る
観
音
寺
ま
で
歩
く
企
画
。

道
中
に
は
、
玉
露
接
待
、
タ

ケ
ノ
コ
鍋
、
野
点
、
菜
の
花

摘
み
、
各
種
模
擬
店
な
ど
が

催
さ
れ
る
ほ
か
、
一
休
寺
・

観
音
寺
の
拝
観
な
ど
も
で
き

ま
す
。

今
回
は
新
た
に
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
企
画
。
抽
選
で
２０

人
に
京
田
辺
市
な
ら
で
は
の

素
敵
な
賞
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。日

時
＝
４
月
７
日
�
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

関
西
に
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
と
言
わ
れ
る
東
大
寺
二
月

堂
の
「
お
水
取
り
」。
夜
空

に
火
の
粉
を
散
ら
す
大
き
な

松
明
は
有
名
で
す
が
、
そ
の

松
明
に
使
う
竹
を
二
月
堂
ま

で
届
け
る
「
竹
送
り
」
が
２

月
１１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
城
松
明
講
社
（
松
村
茂

講
社
長
以
下
１２
人
）一
行
は
、

早
朝
か
ら
普
賢
寺
の
竹
や
ぶ

で
竹
を
根
付
き
の
ま
ま
掘
り

起
こ
し
、
観
音
寺
へ
。
道
中

の
安
全
祈
願
を
受
け
た
後
、

ト
ラ
ッ
ク
に
竹
を
乗
せ
、
い

ざ
奈
良
へ
。
奈
良
か
ら
は
大

八
車
に
積
み
替
え
て
４
本
を

引
き
、
肩
に
担
い
だ
３
本
と

合
わ
せ
て
、
合
計
７
本
の
竹

を
総
勢
約
５
０
０
人
で
二
月

堂
ま
で
送
り
届
け
ま
し
た
。

こ
の
「
竹
送
り
」
は
昭
和

５３
年
に
復
活
し
て
以
来
、
今

年
で
３０
年
。
こ
れ
ま
で
の

「
竹
送
り
」
の
歩
み
を
４
・

５
面
で
紹
介
し
ま
す
。

京田辺の春を満喫しよう�京田辺の春を満喫しよう�
花見ウォーク4月7日に開く�

３
月
２５
日
に
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ア�

GET!!

掘
り
出
し
物
を�

掘
り
出
し
物
を
ゲ
ッ
ト
！

掘
り
出
し
物
を
ゲ
ッ
ト
！�

GET!!

掘
り
出
し
物
を�

掘
り
出
し
物
を
ゲ
ッ
ト
！

掘
り
出
し
物
を
ゲ
ッ
ト
！�

掘
り
出
し
物
を
ゲ
ッ
ト
！�

3月26日までにお申し込みください

今
年
で
記
念
す
べ
き
３０
回

二
月
堂
竹
送
り

最後の難関、二月堂手前の階段を一気に駆け上がる

今年も無事に到着し、安堵の表情

観光客も長い竹が気になる様子転害門では太鼓の演奏が盛り上げる

お
布
施
も
い
た
だ
き
ま
し
た

大八車で奈良の街道を歩む

ト
ラ
ッ
ク
で
一
路
奈
良
へ

観音寺で道中の安全を祈願

思
い
を
込
め
７
本
の
竹
に
書
を
施
す

普賢寺ふれあいの駅では大根炊きの接待

早朝からやぶに入り竹を掘り起こす
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�

�

４
月
８
日
�
に
京
都
府
議

会
議
員
一
般
選
挙
、
２２
日
�

に
は
京
田
辺
市
長
選
挙
・
京

田
辺
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。
候
補
者
も

有
権
者
も
お
互
い
に
ル
ー
ル

を
守
り
、
身
近
な
選
挙
か
ら

ク
リ
ー
ン
な
明
る
い
選
挙
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

候
補
者
が
寄
附
を
し
た

り
、
有
権
者
が
寄
附
を
催
促

し
た
り
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
以
外
の
飲
食
物
を
提
供
し

た
り
す
る
な
ど
の
行
為
は
、

公
職
選
挙
法
で
厳
し
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
候
補
者
な
ど
の
寄
附
は

禁
止
】

候
補
者
な
ど
（
立
候
補
し

よ
う
と
し
て
い
る
人
や
公
職

に
あ
る
人
を
含
み
ま
す
）
が

選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し

て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政
党

や
親
族
に
対
す
る
も
の
は
除

く
）
は
、
い
か
な
る
名
義
を

も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て

も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
候
補

者
な
ど
の
本
人
が
出
席
す
る

結
婚
披
露
宴
で
の
祝
儀
、
葬

式
や
お
通
夜
で
の
香
典
を
除

き
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な

り
ま
す
（
た
だ
し
、
選
挙
に

関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通

常
一
般
の
社
交
の
程
度
を
超

え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ
れ

ま
す
）。

【
候
補
者
な
ど
に
寄
附
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
】

有
権
者
が
候
補
者
な
ど
に

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
脅
迫
し
た

り
、
陥
れ
る
目
的
で
要
求
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

【
あ
い
さ
つ
状
は
禁
止
】

候
補
者
な
ど
が
選
挙
区
内

に
あ
る
人
に
対
し
て
、
寒
中

見
舞
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を

出
す
こ
と
は
、
答
礼
の
た
め

の
自
筆
に
よ
る
場
合
を
除

き
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
有
料
広
告
の
禁
止
】

候
補
者
な
ど
や
後
援
会
が

選
挙
区
内
に
あ
る
人
に
対
し

て
、
あ
い
さ
つ
の
目
的
で
有

料
の
広
告
を
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

【
後
援
会
の
寄
附
も
禁
止
】

後
援
会
が
選
挙
区
内
に
あ

る
人
に
対
し
て
、
シ
キ
ミ
や

香
典
、
祝
儀
な
ど
を
出
す
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止
】

飲
食
物
の
提
供
が
禁
止
さ

れ
る
の
は
、
選
挙
人
に
限
ら

ず
す
べ
て
の
人
に
つ
い
て
で

あ
っ
て
、候
補
者
が
選
挙
人
、

選
挙
運
動
員
、
労
務
者
な
ど

に
提
供
す
る
場
合
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
第
三
者
が
候
補

者
や
選
挙
運
動
員
に
提
供
す

る
場
合
も
禁
止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
（
総
務
室
内
、
�
６４
・

１
３
２
６
）

第
１
回
全
国
大
学
ま
ち
づ

く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
京

田
辺
が
３
月
１６
日
�
か
ら
１８

日
�
ま
で
の
３
日
間
、
同
志

社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
ま

す
。な

お
、
３
月
１７
日
�
は
、

多
く
の
学
生
が
一
日
を
か
け

て
市
内
で
現
地
調
査
。
そ
の

結
果
を
ま
と
め
て
１８
日
�
に

政
策
提
言
の
発
表
を
行
い
ま

す
。
こ
の
発
表
は
市
民
の
み

な
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

時
間
・
内
容
＝
▼
午
前
９

時
か
ら
・
政
策
提
言
の
発
表

▼
午
後
１
時
か
ら
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
テ
ー

マ
は
「
大
都
市
近
郊
の
ま
ち

づ
く
り
」
▼
午
後
２
時
か

ら
・
同
志
社
大
学
政
策
学
部

真
山
達
志
教
授
を
講
師
に

「
大
学
と
地

域
社
会
の
連

携
―
そ
の
可

を
基
本
に
考
え
ら
れ
て
お

り
、
保
険
料
の
未
納
が
あ
っ

た
月
数
に
応
じ
て
減
額
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
一
定
期

間
以
上
納
め
て
い
る
こ
と

が
、
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
条
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
未
納
な
ど
で
こ
の
条

件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

（
２
年
を
経
過
す
る
と
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
）。なお

、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
場
合
に
は
、
納
付

猶
予
・
免
除
制
度
、
学
生
に

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
京
都
南
社

会
保
険
事
務
所
や
市
民
年
金

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
国

民
年
金
の
保
険
料
は
、
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
す
る
納
付

書
や
口
座
振
替
な
ど
で
納
付

能
性
と
課
題
｜
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
基
調
講
演

問
合
せ
先
＝
全
国
大
学
ま

ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉｎ
京
田
辺
実
行
委
員
会
（
市

民
参
画
課
内
、
�
６４
・
１
３

１
４
）

学
生
参
加
の

ま
ち
づ
く
り

ま
た
、
同
志
社

大
学
は
１８
日
�

に
、
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
で
第
２
回

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
け

い
は
ん
な
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え

る
」
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

時
間
・
内
容
＝
▼
午
前
１０

時
か
ら
・
け
い
は
ん
な
博

（
パ
ネ
ル
展
示
）、
作
文
や
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
、

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
、
環
境
に
や
さ
し
い
も

の
づ
く
り
体
験

問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学

京
田
辺
校
地
総
務
課
地
域
Ｇ

Ｐ
推
進
室
（
�
６５
・
７
０
０

３
）市

民
と
学
生
が

主
役
の
市
場
開
催

日
時
＝
３
月
１８
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
同
志
社

大
学
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス

内
容
＝
陶
芸
・

絵
は
が
き
・
手
す

き
和
紙
な
ど
の
出

店
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
（
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
金
本
選
手

の
直
筆
サ
イ
ン
入

り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
）、
ミ
ニ
四
駆
大
会
、

同
志
社
大
学
サ
ー
ク
ル
の
熱

気
球
。
だ
れ
で
も
搭
乗
で
き

ま
す
が
、
悪
天
候
時
は
中
止

問
合
せ
先
＝
け
い
は
ん
な

〝
は
な
ま
る
〞
マ
ー
ケ
ッ
ト

実
行
委
員
会
（
同
志
社
大
学

京
田
辺
校
地
総
務
課
地
域
Ｇ

Ｐ
推
進
室
内
、
�
６５
・
７
０

０
３
）

大
学
生
が
政
策
議
論

ま
ち
づ
く
り
の
提
言
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
市
民
年
金

課
（
�
６４
・
１
３
３
３
）
▼

3月18日
同志社大

寄
附
や
あ
い
さ
つ
状
は
禁
止�
ル
ー
ル
守
り
明
る
い
選
挙

ル
ー
ル
守
り
明
る
い
選
挙�
ル
ー
ル
守
り
明
る
い
選
挙�

国
民
年
金
保
険
料
を

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年

金
額
７９
万
２
千
１
０
０
円

（
平
成
１８
年
度
）
は
、
２０
歳

か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で
す
べ

て
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
２

５
４
７
）

第
１
回
全
国
大
学
ま
ち
づ
く
り

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
京
田
辺

けいはんなの
まちづくりを考える

けいはんな
〝はなまる〟マーケット

平成19年（2007年）3月1日＜ 3  ＞

平成19年度�
住民税が変わります　～税源移譲特集～�
【シリーズ第3回・あなたの住民税を計算してみましょう！】�

 平成19年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります。�
ほとんどの人は、1月分から所得税が減り、そのぶん6月分から住民税が�
増えることになります。しかし、税源の移し替えなので、「所得税＋住�
民税」の負担は基本的には変わりません。�
　※ただし、定率減税の廃止による増税はあります。�
では、実際に住民税がいくら増えるのかを計算してみましょう！�

平成18年度の住民税額はいくらでしたか？� ①� 円�

定率減税がないといくらだったのでしょうか？�

②� 円�定率減税をしない場合の18年度の住民税額（概算）は�

（百円未満の端数切上）�

平成19年度の住民税額はこうなります。�

円�③�平成19年度の住民税額（概算）は�

★税源移譲により増える（減る）額�
　　　③－②＝　　　　　　　　は、そのぶん所得税が減り（増え）ます。そのぶん所得税が減り（増え）ます。�
※このほか、毎年の収入状況や、定率減税の廃止などによる影響がありますので�
　あくまで目安です。くわしくは京田辺市ホームページの新着情報「住民税・所�
　得税が変わります！」、または総務省ホームページhttp://www.soumu.go.jp/を�
　ご覧ください。�
問合せ先＝税務課（�64-1317）�

円�

4,000円以上�
25万600円未満の人�

25万600円以上の人�

①の金額�
4,000円未満の人�

計　算　式�
4,000円�

（①－4,000円）×1.081＋4,000円�

①+20,000円�

10万4,000円以上�
60万円未満の人�

60万円以上の人�

6,500円以上�
10万4,000円未満の人�

6,500円未満の人�
②の金額�

②＋97,500円�

②の金額�

（②＋306,000円）×0.77＋1,500円�

計　算　式�

（②－4,000円）×2＋1,500円�
�

②－①＝は、　　　　　　　これまで定率減税により軽減されていた額軽減されていた額です。�円�

円�

市
は
、
市
営
大
住
霊
園
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

場
所
＝
大
住
小
林
１６
・
１

ほ
か募

集
区
画
数
＝
１３
区
画

大
き
さ
＝
１
・
４４
�

（
１
・
２
ｍ
×
１
・
２
ｍ
）。

巻
き
石
含
む

永
代
使
用
料
＝
４０
万
円

（
区
画
）

管
理
料
＝
年
額
３
千
円

応
募
資
格
＝
次
の
①
か
ら

⑤
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
人①

自
宅
に
遺
骨
を
有
し
、

申
し
込
み
時
に
埋
火
葬
許
可

証
の
写
し
を
提
出
で
き
る

人
。
ま
た
は
、
改
葬
を
予
定

し
当
選
後
、
使
用
許
可
申
請

期
限
内
に
改
葬
許
可
証
を
提

出
で
き
る
人
（
埋
火
葬
許
可

証
を
有
す
る
応
募
者
が
募
集

数
（
１３
区
画
）
を
越
え
た
場

合
は
、
改
葬
予
定
の
人
へ
の

区
画
の
割
り
当
て
、
抽
選
は

行
い
ま
せ
ん
）

②
平
成
１８
年
５
月
１５
日
以

前
か
ら
引
き
続
い
て
、
市
に

住
所
（
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
を
し
て
い
る
こ

と
）
を
有
す
る
人
で
、
直
系

親
族
を
代
表
し
て
墳
墓
の
祭

祀
を
主
宰
す
る
人

③
墓
地
の
使
用
許
可
を
受

け
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
墓

碑
な
ど
を
設
置
で
き
る
人

④
墓
地
の
使
用
料
な
ど
を

６
月
２９
日
�
ま
で
に
一
括
納

入
で
き
る
人

⑤
平
成
２０
年
度
以
降
の
墓

地
管
理
料
を
金
融
機
関
な
ど

で
自
動
引
き
落
と
し
の
手
続

き
が
で
き
る
人

応
募
方
法
＝
３
月
１３
日
�

か
ら
環
境
課
、
北
部
住
民
セ

ン
タ
ー
、
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
、
三
山
木
福
祉
会
館
で

配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
埋
火
葬
許
可

証
の
写
し
、
申
込
者
の
住
民

票
の
写
し
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
、

同
封
し
て
い
る
２
枚
の
封
筒

に
８０
円
切
手
を
貼
っ
て
、
環

境
課
ま
で
郵
便
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い

3月は、寒さも峠を越え、火の取り扱いへの
注意が緩みがちに。また、空気が乾燥し、風
の強い日が多いため火災が拡大しやすく、か
けがえのない人命や貴重な財産が数多く失わ
れています。
消防本部は、こうした火災を起こさないた
めに、市民のみなさん一人ひとりの防火意識
を高め、火災のないまちづくりを目的として、
春の火災予防運動（3月1日�～7日�）を行い
ます。
3つの習慣＝▼寝たばこは、絶対やめる▼ス
トーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する▼ガスこんろなどのそばを離れる時
は、必ず火を消す
4つの対策＝▼逃げ遅れを防ぐために、住宅
用火災警報器を設置する▼寝具や衣類からの
火災を防ぐために、防炎製品を使用する▼火
災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する▼お年寄りや身体の不自由な
人を守るために、隣近所の協力体制をつくる
問合せ先＝消防本部予防課（�63-7826）

消
防
署
は
、
上
級
・
普

通
救
命
講
習
会
を
開
き
ま

す
。
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の

技
術
を
習
得
さ
れ
た
受
講

者
に
は
修
了
証
を
発
行
し
、

簡
易
感
染
防
護
具
を
配
布

し
ま
す
。

【
上
級
救
命
講
習
】

日
時
＝
３
月
１９
日
�
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
＝
消
防
署

内
容
＝
普
通
救
命

講
習
の
内
容
に
加

え
、
小
児
・
新
生
児
に
対

す
る
心
肺
蘇
生
法
、
傷
病

者
の
管
理
法
、
外
傷
の
手

当
要
領
、
搬
送
法
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

【
普
通
救
命
講
習
】

日
時
＝
４
月
７
日
�
午

前
９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署
北
部
分

署
内
容
＝
成
人
に
対
す
る

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
、
止
血
法

【
定
員
】

１０
人

【
参
加
費
】

無
料

前
日
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼

消
防
署
（
�
６３
・
１
１
２

５
）
▼
消
防
署
北
部
分
署

（
�
６５
・
０
１
１
９
）

春の火災予防運動
3つの習慣・4つの対策徹底を

上
級
・
普
通
救
命
講
習
会

受
付
期
間
＝
４
月
９
日
�

〜
２５
日
�（
当
日
消
印
有
効
）

公
開
抽
選
日
時
・
場
所
＝

５
月
１５
日
�
午
前
９
時
か

ら
・
市
役
所
３
０
５
会
議
室

申
込
・
問
合
せ
先
＝
環
境

課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・

１３
区
画
を
募
集�

大
住
霊
園
�

３
月
１３
日
か
ら
申
込
書
を
配
布

3月15日号のお知らせ
この春、「ノーマルおくさん」は連
載30年目を迎えます。そこで広報きょ
うたなべ３月15日号では、作者である
南久美子さんと久村市長との特別対談
を予定しています。
ご期待ください。

１
３
６
６
）
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「
田
辺
に
も
い
い
竹
が
あ

れ
ば
肩
に
担
い
で
送
っ
て
あ

げ
る
の
に
な
ぁ
」

こ
の
一
言
か
ら
竹
送
り
復

活
の
道
の
り
が
始
ま
っ
た
。

松
村
茂
さ
ん
は
仲
間
の
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
た
ち

と
お
水
取
り
の
写
真
を
撮
り

に
奈
良
の
東
大
寺
二
月
堂
を

訪
れ
て
い
た
。
数
年
通
う
う

ち
に
、
お
水
取
り
用
の
松
明

を
作
る
人
と
親
し
く
な
っ
た

松
村
さ
ん
は
、
田
辺
町
（
当

時
）
か
ら
来
て
い
る
の
だ
と

告
げ
る
。
す
る
と
、
寺
の
人

は
、「
昔
は
田
辺
か
ら
も
竹

が
送
ら
れ
て
い
た
の
に

な
ー
」
と
つ
ぶ
や
く
。
当
時

は
６０
年
に
一
度
と
い
う
竹
枯

病
で
、
松
明
に
使
う
真
竹
が

不
足
し
て
い
た
。
二
月
堂
で

は
、
業
者
を
通
じ
、
四
国
や

九
州
ま

で
手
を

伸
ば
さ

な
い
と

い
い
竹

が
調
達

で
き
な

い
状
況

だ
っ
た
。

仲
間
の

一
人
は
、

町
の
老

人
ク
ラ

ブ
が
ま

復
活
か
ら
今
年
で
３０
年

目
。
長
く
続
け
て
き
て
や
っ

と
浸
透
し
て
き
た
と
感
じ

る
。
初
め
の
う
ち
は
何
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
奇
異

の
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
古
き
良
き

伝
統
を
伝
え
よ
う
と
復
活
さ

せ
た
思
い
は
よ
う
や
く
根
付

い
て
き
た
。

「
今
は
周
り
が
動
い
て
く

れ
る
。
私
が
何
か
を
し
な
く

若い世代にも地域の伝統行事
を伝え、参加してもらおうと、
同志社大学の学生を中心に、大
学と地域をつなぐ活動を展開す
る「きゅうたなべ倶楽部」に声
をかけた。平成16年から大学生
も竹の担ぎ手として参加するよ
うになった。
今年の竹送りには4人の大学生
が加わった。当日に先立って準
備の段階から協力し、竹を送り
届けた後の俳句会まで参加した。
京田辺に住み、奈良の大学に
通う竹島一恵さん。竹送りは新
聞などで知っていたが参加は初
めてだった。
「竹を運んでいると、周りの人
が自然とどんどん参加してきた。
続けていくべき行事だし、広げ
ていきたい」
人々の温かさを感じた。
一方、奈良に住み、京田辺の

大学に通っている
浅田麻由美さん。
「初めて会った人
と自然にふれあい、
会話できた。こん
な形で京田辺と奈
良がつながってい
るとは」
不思議な縁を感
じた。
何十年も続く伝
統行事を継承する
手伝いができれば
と参加した加納大
輝さん。
「竹が重たくて、次の日は肩が
痛かった」
竹の重さを実感した。
京田辺の有名な行事を体験し、
活動している人たちと知り合っ
てみたいと参加した今里舞さん。
「自分の利益のためじゃなく、
ボランティアでやっている。竹
送りという行事を続けようとす
る人々の思いを伝えていきたい」

熱い思いに触れた。
学生たちはいきいきと「達成
感があった」「大変というよりも
楽しかった」「来年も参加したい」
「続ける意志がすごい」と話す。
世代の異なる人々とふれあい、
その優しさや親切さを感じ、ま
た竹を運ぶことに一生懸命な男
たちの熱さに驚いた。竹送りの
気持ちは学生の心に継承された。

昔
な
が
ら
の
方
法
で

伝
統
伝
え
る
竹
送
り

復
活
し
た
竹
送
り
は
、
か

つ
て
は
昔
な
が
ら
の
方
法
で

行
わ
れ
た
。

「
牛
」
も
そ
の
一
つ
。
当

時
、
天
王
地
区
で
は
農
耕
用

に
使
わ
れ
て
い
た
牛
が
数
頭

残
っ
て
お
り
、
力
を
拝
借
。

掘
り
起
こ
し
た
竹
を
大
八
車

に
乗
せ
て
、
引
っ
張
っ
て
も

ら
っ
た
（
＝
写
真
右
㊤
）。

「
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
動

い
て
く
れ
な
か
っ
た
」「
止

ま
っ
て
し
ま
う
か
と
心
配
だ

っ
た
」
と
講
社
員
は
話
し
て

い
た
が
、
し
ば
ら
く
は
竹
送

り
の
主
役
の
一
人
と
し
て
活

躍
し
た
。

ま
た
、
３
年
目
か
ら
は

「
帆
掛
け
船
」
も
登
場
。
魚

を
捕
る
た
め
の
和
舟
を
借

り
、
帆
を
立
て
た
。
木
津
町

の
泉
大
橋
下
流
で
一
本
の
竹

を
舟
に
乗
せ
、
３
人
で
川
を

渡
っ
た
（
＝
写
真
右
㊦
）。

増
水
で
渡
る
の
に
手
間
取
る

こ
と
や
流
さ
れ
そ
う
に
な

り
、
舟
を
縄
で
引
い
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
つ

も
最
後
は
無
事
に
竹
を
送
る

こ
と
が
で
き
た
。「
不
思
議

な
力
に
守
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
」
と
松
村
さ
ん
は
語
る
。

現
在
、
副
講
社
長
と
し
て

講
社
を
支
え
る
中
西
稔
さ
ん

（
６６
歳
）。
親
子
２
代
に
わ
た

り
、竹
を
送
り
届
け
て
い
る
。

農
業
を
営
ん
で
い
た
父
の

正
二
さ
ん
は
、
同
級
生
に
誘

わ
れ
、
地
元
の
有
志
と
し
て

竹
送
り
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「
親
父
は
い
ろ
ん
な
こ
と

を
や
る
の
が
好
き
だ
っ
た
か

ら
」
と
父
の
参
加
の
き
っ
か

け
を
話
す
。竹
や
ぶ
の
調
査
、

ま
き
の
準
備
な
ど
、
黙
々
と

や
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
父
を

手
伝
う
う
ち
に
、
自
分
も
奈

良
ま
で
竹
を
運
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
か
ら
約
２０
年
に

わ
た
り
、
親
子
で
竹
を
運
ん

だ
。
正
二
さ
ん
は
８９
歳
で
亡

の
仲
間
に
地
元
の
有
志
を
合

わ
せ
、
１５
人
。
昭
和
５３
年
２

月
１９
日
、
二
月
堂
竹
送
り
が

約
４０
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
。

当
時
を
振
り
返
り
、
松
村

さ
ん
は
話
す
。

「
若
か
っ
た
か
ら
で
き
た

の
だ
と
思
う
。
当
時
は
勢

い
・
パ
ワ
ー
が
あ
っ
た
。
言

い
出
し
た
以
上
は
や
ら
な
く

て
は
い
け
な
か
っ
た
」

初
め
て
の
竹
送
り
。
今
で

は
数
百
人
に
も
ふ
く
れ
あ
が

る
一
行
も
、
当
時
は
１５
人
。

汗
だ
く
で
到
着
す
る
と
、
二

月
堂
に
も
歓
迎
さ
れ
、
疲
れ

も
う
れ
し
さ
に
変
わ
っ
た
。

無
我
夢
中
だ
っ
た
。

以
来
、
毎
年
欠
か
さ
ず
山

城
の
竹
を
奈
良
へ
届
け
た
。

雨
の
日
も
雪
の
日
も
あ
っ

た
。
送
る
竹
も
３
本
か
ら
５

本
、
７
本
へ
と
増
え
た
。
仲

間
も
去
る
者
あ
れ
ば
来
る
者

も
あ
っ
た
。

そ
し
て
気
づ
け
ば
３０
年
が

経
っ
て
い
た
。

る
最
後
の
年
ま
で
竹
送
り
の

輪
に
参
加
し
た
。

か
つ
て
は
天
王
の
竹
や
ぶ

か
ら
掘
り
起
こ
し
た
竹
は
、

大
八
車
に
乗
せ
、
牛
に
引
か

せ
た
。
そ
の
大
八
車
は
正
二

さ
ん
が
作
っ
た
も
の
だ
。
ご

み
と
し
て
収
集
さ
れ
た
大
八

車
を
再
利
用
し
た
。
今
も
な

お
、
現
役
と
し
て
竹
を
乗
せ

て
走
る
大
八
車
に
父
の
思
い

出
が
よ
み
が
え
る
。

「
こ
の
大
八
車
を
組
み
立

て
る
度
に
親
父
を
思
い
出

す
。
自
分
の
息
子
や
地
元
の

子
ど
も
を
大
八
車
に
乗
せ
て

歩
い
た
こ
と
も
懐
か
し
い
」

あ
れ
か
ら
３０
年
。

「
歴
史
を
感
じ
る
。
も
う

そ
ん
な
歳
に
な
っ
て
い
る
の

か
と
思
う
」

そ
う
話
す
中
西
さ
ん
も
、

も
う
竹
送
り
を
始
め
た
父
の

年
代
に
な
る
。

親
子
で
引
い
た
大
八
車
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子
で
引
い
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大
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が
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生
が
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３０
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引
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復
活
ま
で
の
道
の
り�

学生が担ぐ伝統と思い�学生が担ぐ伝統と思い�

はっぴを着て竹を担ぐ大学生

写真上＝今も現役の大八車を引く中西稔さん（右から
二人目）写真下＝中西正二さん（前列右から四人目）
と息子の稔さん（その後ろ）

「
組
み
立
て
る
度
に
思
い
出
す
」

「
続
け
る
意
志
が
す
ご
い
」

て
も
竹
は
運
ば
れ
る
」

こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
綴
っ

た
３０
年
記
念
誌
を
作
成
し

た
。
よ
り
多
く
の
人
に
竹
送

り
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い

う
取
り
組
み
の
一
つ
だ
。

「
長
い
よ
う
で
短
か
か
っ

た
」
そ
う
語
る
月
日
に
松
村

さ
ん
は
自
然
環
境
の
変
化
も

感
じ
る
。

「
昔
は
雪
が
積

も
る
年
も
あ
り
、

竹
に
積
も
っ
た
雪

を
払
い
に
出
か
け

た
も
の
だ
っ
た

が
、
最
近
は
雪
も

減
っ
て
い
る
。
竹

も
昔
に
比
べ
て
太

く
な
っ
て
き
て
い

る
。
温
暖
化
の
影

響
も
あ
る
と
思

う
」「竹

送
り
は
今
の

世
相
を
反
映
し
て
い

る
」
と
も
語
る
。

「
今
の
人
た
ち
に

は
参
加
し
よ
う
、
体

験
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
が
減
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い

か
。
み
ん
な
が
困
っ

て
い
る
時
に
は
み
ん

な
で
助
け
合
う
。
そ

う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
く
の
が
竹
送
り
の
真
髄

だ
と
思
う
」

奈
良
で
は
３
０
０
人
を
超

え
る
人
々
が
参
加
す
る
と
い

う
。
寄
進
帳
に
は
多
方
面
か

ら
の
住
所
が
並
ぶ
。し
か
し
、

地
元
の
京
田
辺
の
市
民
の
名

前
が
少
な
い
こ
と
に
心
を
痛

め
る
講
社
員
も
い
る
。

当
時
、
熱
き
思
い
で
竹
送

り
を
復
活
さ
せ
た
３０
代
の
若

者
た
ち
も
、
は
や
６０
代
。
昔

は
軽
く
思
え
た
竹
も
今
は
肩

に
重
く
の
し
か
か
る
。
当
然

後
継
者
と
い
う
問
題
も
避
け

て
は
通
れ
な
い
。
講
社
員
た

ち
の
子
ど
も
や
孫
ま
で
、
世

代
を
超
え
て
竹
を
担
ぐ
。
し

か
し
、や
は
り
血
縁
が
中
心
。

「
若
い
世
代
の
人
た
ち
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」

「
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
も

っ
と
参
加
し
て
く
れ
れ
ば
」

そ
う
話
す
講
社
員
。
一
方

で
松
村
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

「
難
し
く
考
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
一
生
頑
張

っ
て
や
っ
て
い
れ
ば
そ
の
う

ち
自
然
と
後
の
人
た
ち
が
引

き
継
い
で
く
れ
る
。
か
つ
て

竹
を
道
に
お
い
て
お
く
と
、

リ
レ
ー
の
よ
う
に
つ
な
い
で

い
っ
た
よ
う
に
、
自
然
と
誰

か
が
引
き
継
い
で
く
れ
る
と

思
う
。
先
の
こ
と
は
考
え
ず

に
、
今
を
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」

３０
年
と
い
う
の
は
ひ
と
つ

の
節
目
に
過
ぎ
な
い
。

「
お
水
取
り
自
体
は
今
年

で
１
２
５
６
回
。
そ
れ
と
比

べ
れ
ば
竹
送
り
は
ほ
ん
の
わ

ず
か
な
も
の
。
お
水
取
り
が

続
く
限
り
、
竹
送
り
も
や
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
」

そ
う
語
る
松
村
さ
ん
。

来
年
運
ぶ
竹
に
は
も
う
目

印
は
つ
い
て
い
る
。

「お水取りが続く限りは」

15人で復活した竹送りも、続け
ていくなかで新たなつながりを生
んだ。
「奈良街道まちづくり研究会」
は、地元有志が子どもたちが誇り
に思えるまちを創ろうと平成10年
に結成したボランティアグルー
プ。
まちを盛り上げるためのしかけ
を模索している時に、同会の山口
育彦さんは自宅の前で竹を運ぶ一
行を目にする。よくよく聞いてみ

ると、二月堂に竹を寄進する一行
だと知る。地元の伝統行事である
お水取りを支えてもらっているの
ならと、平成12年から「竹送りお
迎え式」を始めた。
奈良の黒髪山に到着した竹送り
一行を出迎え、トラックから竹を
降ろし、大八車に積み替える作業
を手伝う。また、道中の交通整理
から竹を担ぐ支援まで行う。そし
て、東大寺転害門では、休憩所を
設け、お茶と善哉の接待を行って
いる。最近では和太鼓サークルに
友情出演を依頼し、演奏で一行を
出迎えたり、転害門からは子ども
たちにも竹送りを継承しようと、
少年野球チームも竹を運ぶ列に連
なる。
「東大寺の地元の私たちが盛り
上げていくのは当然のこと。奈良
の住民の使命だと思ってやってい
ます」と山口さん。ともに竹送り
を支えるパートナーにこう話す。
「1250年以上続いてきた伝統を
支えていただき、奈良市民として
感謝しています。奈良と京田辺の
結びつきを大事にしてきたい。
『継続は力なり』の言葉のとおり、
単発ではなく、長く続けているこ
とからこれだけ多くの人が参加し
ている。そのパワーはすごいと思
う」
県を越えたつながりはこれから
も続いていく。

「
結
び
つ
き
を
大
事
に
し
た
い
」

竹がつなぐ人々の輪�竹がつなぐ人々の輪�

思いを語り合う松村茂さんと
山口育彦さん㊨

二月堂竹送り復活30年�

古き良き伝統を今に伝える�山城松明講社�

東
大
寺
二
月
堂
で
３
月
に
行
わ
れ
る
「
お
水
取
り
」
に
、
京
田
辺
の
竹

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
送
り
届
け
る
の
は
「
山
城
松
明
講
社
」
の
一
行
。

春
ま
で
あ
と
少
し
と
い
う
２
月
１１
日
、
竹
を
担
ぎ
、
本
市
を
出
発
し
ま
す
。

か
つ
て
途
絶
え
て
い
た
「
竹
送
り
」
の
風
習
を
昔
な
が
ら
の
方
法
で
昭
和

５３
年
、
約
４０
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
、
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
復
活

か
ら
３０
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
竹
送
り
」
の
歩

み
を
振
り
返
り
ま
す
。

松村茂さんが撮影したお水取り

講
社
長
の
松
村
茂
さ
ん
（
６０
歳
）

「
言
い
出
し
た
限
り
は
ひ
け
ん
」

年月を経て講社員たちも年齢を重ねた

復活30年を記念して作った冊子

思いを乗せた竹は30年にわ
たって送られていった

竹を担ぎ歩く松村茂さん
（当時30歳）

と
め
た
昔
話
に
、
竹
が
リ

レ
ー
の
よ
う
に
東
大
寺
へ
運

ば
れ
て
い
た
と
い
う
話
が
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う

に
仲
間
た
ち
と
ス
ト
ー
ブ
を

囲
ん
で
い
る
と
、
お
水
取
り

の
竹
の
話
に
な
っ
た
。
す
る

と
、「
う
ち
の
村
に
も
太
い

真
竹
が
あ
る
。
一
度
持
ち
主

に
聞
い
て
み
た
る
わ
」
と
一

人
の
男
が
言
い
出
し
た
。

「
孟
宗
竹
か
淡
竹
の
間
違
い

だ
ろ
う
」。
誰
も
が
そ
う
思

っ
て
い
た
。
数
日
後
、
真
竹

が
天
王
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
竹
や
ぶ
へ
走
っ
た
。

そ
こ
に
は
確
か
に
見
事
な
真

竹
が
復
活
し
て
い
た
。

「
そ
ん
な
有
名
な
行
事
に

使
っ
て
も
ら
え
る
な
ら
喜
ん

で
寄
進
し
ま
し
ょ
う
。
竹
や

ぶ
が
枯
れ
る
ま
で
持
っ
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
持
ち
主

も
快
諾
し
た
。

「
言
い
出
し
た
限
り
は
、

男
な
ら
ひ
け
ん
」

ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
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引
い
た
大
八
車�
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▽市へのはがき・郵送での申し込みは、�
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」�
　でお送りください。�
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。�
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。�
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。�

今月の�
　お知らせ�
今月の�
　お知らせ�

3月は市税徴収強化月間
3月は「市税徴収強化月間」
としてご自宅への訪問や電話に
よる催告を集中的に行います。
まだ納税していない人は至急納
めてください。
また、一度に納付できない場
合は、分割納付などの納付方法
の相談を受け付けしていますの
で未納のまま放置しないで納付
相談にお越しください。

に変更してきましたが、平成19
年度から廃止となりますので、
ご理解、ご了承をお願いします。
�収納対策室（�64-1318）

廃車の手続きお早めに
軽自動車税は、毎年4月1日現
在に登録している所有者に対し
て課される税金です。原付バイ
クなどを回収業者に出した、売
った、譲った、盗難にあったな
どで実際に所有していなくて
も、廃車などの手続きをしない
といつまでも税金がかかりま
す。必ず、4月1日までに廃車な
どの手続きを行ってください。
4月2日以降に手続きをしても、
その年度分の税金は全額納めな
ければなりません（月割制度は
ありません）。
年度末は大変混雑しますので
手続きは早めにしてください。
原付バイク、農耕機などの廃
車の手続きは、印鑑とナンバー
プレート（代理人が手続きする
時は委任状）を持参し、税務課
で行ってください。ナンバープ
レートがなくても廃車の手続き
はできますが、事前にお問い合
わせください。
手続き先と問合せ先は下表の
とおりです。

ストマ用装具の申請

市府民税（普通徴収）�
1　期�

1　月�

7　月�
9　月�
11 月�

2　期�

4　期�
3　期�
2　期�
1　期� 5　月�

8　月�
10 月�
12 月�

固定資産税�
4　期�

2　期�
3　期�

7　期�

5　期�
6　期�

4　期�

1　期�

8　期�
9　期�

7　月�

10 月�
11 月�

8　月�
9　月�

12 月�

2　月�
1　月�

（3月）�

国民健康保険税�
6　月�

（10期）�
5　月�全　期�

軽自動車税�

3　期�

【納期】�※（　）は納期限未到来分�

市税口座振替制度
固定資産税、都市計画税（償
却資産を含む）、市・府民税
（普通徴収）、軽自動車税、国民
健康保険税は、預金口座から自
動的に振り替えて納めることが
できます。一度手続きすると翌
年度以降も継続されます。
市税口座振替取扱金融機関ま
たは、郵便局の窓口で通帳、届
出印、納付書を持参し申し込ん
でください。なお、申込書は市
内の取扱金融機関、郵便局に備
え付けています。市外の本・支
店または郵便局を利用する場合
は、収納対策室までご連絡くだ
さい。申込書を送付します。
【取扱金融機関など】…市内
に本店・支店のある銀行、信用
金庫、農協、郵便局【申込期限】
…振替を希望する納付月の前月
までに申し込みしてください
【取消・変更】…口座振替の取
消、振替口座・納付方法を変更
する場合は、納付月の前月まで
に、取扱金融機関、郵便局で手
続きしてください
�収納対策室（�64-1318）

市税前納報奨金制度廃止
平成19年度から市税前納報奨
金制度が廃止になります。
この制度は、平成16年度に固
定資産税、都市計画税、市・府
民税（普通徴収）の前納報奨金
制度（第1期分の納期限までに1
年分の税額を一括して納付する
と前納報奨金が交付される制
度）を廃止するため市税条例が
改正され、2年間の経過措置を
設けて報奨金の交付率を段階的

各種手続き先�

�軽二輪�
（126cc～250cc
のバイクなど）�
�軽自動車�
（3輪・4輪）�
�二輪の小型�
　自動車�
（250ccを超えるバイク）�

�原付バイク�
（125cc以下）�
�農耕機など�

車　種�
京田辺市役所�
税務課�
�64-1317

手続き先�

軽自動車協会�
京都市伏見区竹田向代町51-5�
�075-691-6516

京都運輸支局�
京都市伏見区竹田向代町37�
�050-5540-2061

都市計画変更の公聴会
府は、綴喜都市計画区域にお
ける市街化区域と市街化調整区
域との区分に関する都市計画の
変更案作成のため、公聴会を開
きます。
3月28日�午前10時から、中
央公民館。
公聴会で意見を述べることを
希望する人は、3月20日�午後5
時までに、府都市計画課に公述
申出書を提出してください。
また、変更案の関係図書は3
月2日�から府都市計画課、山
城北土木事務所、市計画検査課
で閲覧できます。
なお、公述申出がない場合は、
公聴会は開かれません。
�▼市計画検査課（�64 -
1348）▼府都市計画課（�
075-414-5327）

福祉用具貸与費用の助成
市は、介護保険による福祉用
具（車いす、歩行器や歩行補助

�

助成の対象者と福祉用具�

福祉用具名�
上下肢�
機能障害�

下肢�
機能障害�

1級また
は2級�

車いす�
車いす付属品� 1級から3級まで�

�
歩行器�

体幹�
機能障害�

歩行補助つえ�
�

1級から5級まで�

1級から6級まで�

福祉タクシー・ガソリン券
市は、一定程度以上の障害が
ある人の暮らしに役立てていた
だこうと、「福祉タクシー・ガ
ソリン利用券」を交付していま
す。下表の障害のある人で、既
に利用券が交付されている人に
は、市から申請の案内をします。
新しく該当すると思われる人は
ご相談ください。
交付期間は、3月23日�～30
日�（土・日曜日を除く）。4月
以降も随時受け付けをしていま
す。

該当要件�

その他�

療育手帳�

身体障害者�
手帳�

交付を受けている手帳�

精神保健福祉手帳�
障害程度「A」�

ア　視覚障害　1～3級�
イ　下肢または体幹機能障害1～3級�
ウ　上下肢機能障害1～2級�
エ　心臓・じん臓・呼吸器・ぼう�
　　  こう・直腸・小腸およびヒト�
　　  免疫不全ウイルスによる免疫�
　　  機能障害1級�
オ　平衡機能障害3級�

障害程度「A」�
市長が特に必要と認める者�

表／福祉タクシー・ガソリンの対象障害�

申請時期�送付時期�

4月初旬�

7月初旬�
3月中�

1枚（8・9月分）�

3枚
（10・11月分）�

       （12・1月分）�
  　 （2・3月分）�

2枚
（4・5月分）�

       （6・7月分）�

給　付　券�

第1回�

9月中�10月初旬�第2回�

表／ストマ用装具の申請�

予防接種の日程�

日にち�

三種�
混合�

種別� 対　　　象�

3月7日� 
3月26日� 

生後3カ月～7歳6カ月未満 

ＢＣＧ�
3月6日� 
3月27日� 

生後3カ月～6カ月未満 
（3カ月健診と同日実施） 

受付時間＝13：30～14：30　　　�
場所＝保健センター�
問合せ先＝こども福祉課（�64-1377）�

ひだまりの会
3月20日�午後1時20分～3時
30分、府立洛南寮。対象は、市
内の高齢者。カラオケサークル
に参加。無料。
3月15日�までに申し込み。
	社会福祉協議会（�62-
2222）

同志社キャンパスリユース
同志社大学などの卒業生が不

市
は
、
市
役
所
２
階
入
口
の
市
民

ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
す
。
憩
い
の
空
間
を
あ
な

た
の
す
ば
ら
し
い
音
楽
で
彩
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

開
催
日
＝
市
役
所

開
庁
日
に
年
４
回

（
７
・
９
・
１１
・
２

月
）
を
予
定

開
催
時
間
＝
午
後

０
時
２０
分
〜
０
時
５０

分
応
募
資
格
＝
市
内

を
中
心
に
音
楽
活
動

を
し
て
い
る
個
人
、

グ
ル
ー
プ
。
発
表
は

音
楽
の
み
で
、
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
出
演
日
は
相
談
し
、決
定
し
ま
す
。）

申
込
方
法
＝
企
画
財
政
課
に
備
え

付
け
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
で
、
郵
送

つえ）の貸与を受けた人が、身
体障害者手帳を持ち、かつ、一
定程度以上の障害を有する場
合、介護保険制度による自己負
担額を助成しています。
申請対象は、平成18年7月か
ら12月までの福祉用具貸与の自
己負担。
介護保険自己負担額の領収
書、介護保険被保険者証の写し、
印鑑、銀行などの口座番号がわ
かるものを持参し、3月5日�～
23日�に申請。

市は、日常生活用具給付制度

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
３
月
３０
日
�
（
申

込
多
数
の
時
は
出
演
を
ご
遠
慮
願

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

な
お
、
謝
礼
や
交
通
費

な
ど
は
お
支
払
い
で
き
ま

せ
ん
。
ピ
ア
ノ
を
用
意
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
窓
口
業
務
に
支

障
と
な
る
よ
う
な
演
奏
、

特
定
の
団
体
、
個
人
を
中

傷
す
る
内
容
の
も
の
、
宗

教
活
動
や
政
治
活
動
、
営

利
を
目
的
と
し
た
演
奏
は

で
き
ま
せ
ん
。ポ
ス
タ
ー
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
稿
は
出

演
者
が
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
企
画
財
政
課
（
�

６４
・
１
３
１
０
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スzaisei@
kyotanabe.jp

）

憩いの空間に音楽で彩りを�

出演者募集�出演者募集�

市民ふれあいロビーコンサート�

出演者を募集�出演者を募集�出演者を募集�

�▼市府民税、固定資産税、
軽自動車税…収納対策室（�
64-1318）▼国民健康保険税…
国保医療課（�64-1332）

	社会福祉課（�64-1372）

	社会福祉課（�64-1372）

にあるストマ用装具（蓄尿袋・
蓄便袋）の給付について、先の
表のとおり年2回の申請として
います。
	社会福祉課（�64-1372）

アルバイト職員登録者募集
市は、平成19年度の一般事務、
保育士、介護支援専門員の臨時
的任用職員登録者を追加募集し
ています。
職員課に備え付けまたは本市
ホームページからダウンロード
した申込書に必要事項を書い
て、職員課に持参してください。
ただし、資格などを必要とする
職種に登録を希望する人は、資
格証明書などを添付してくださ
い。
採用は、職員に短期的な欠員

（産休など）を生じた場合に、
本市臨時的任用職員登録者名簿
登載者の中から選考し、任用し
ます。
受付時間は午前8時30分～正
午、午後1時～5時（土・日曜日、
祝日を除く）。
	職員課（�64-1324）

自治会がテーブルなど購入
健康ケ丘区は、平成18年度コ
ミュニティ助成事業を活用し、
公民館にテーブル、チェアーな
どを購入しました。この事業は、

自治総合センターが、地域コ
ミュニティの健全な発展と宝く
じの普及広報を目的として行っ
ている助成事業で、みなさんが
購入した宝くじの収益金が財源
となっています。
�市民参画課（�64-1314）
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なやみごと相談
3月14日�中央公民館会議
室、28日�北部住民センター。
午後1時30分～4時。
�人権啓発推進課（�62-
4343）

市民無料法律相談
▼3月22日�（3月1日から
電話予約）▼4月4日�（3月
16日から電話予約）。午後1時
30分～4時30分。市民相談室
�人権啓発推進課（�62-
4343）

府民無料法律相談
3月19日�午後1時30分～4
時30分、田辺地域総務室。3
月16日から電話予約。
�田辺地域総務室（�62-
0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、
CIKビル（近鉄新田辺駅西）。
40分5,250円、予約制。
�京都弁護士会（�075-
231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30
分～3時30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正
午・午後1時～4時30分、普賢
寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-
0153）

すくすく子育て相談
毎週月～金曜日午前9時30
分～午後4時、電話相談。毎
週月・水曜日午後1時～4時、
来所相談。
�地域子育て支援センター

（�62-1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～
正午・午後1時～4時30分。
�こども福祉課（�64-
1377）

女性の相談室
3月1日�・8日�・15日�
午後1時30分～4時30分、女性
交流支援ルーム。
�女性交流支援ルーム（�
65-3727）

女性のための法律相談
3月28日�午後1時30分～3
時、女性交流支援ルーム。
�女性交流支援ルーム（�
65-3727）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予
約制。普賢寺小・幼稚園でご
希望があれば、最寄りの小学
校にお問い合わせください。
▼松井ケ丘小学校（�62-
8888）、1日�▼大住小学校
（�62-0046）、15日�▼三山
木小学校（�62-1055）、6日
�▼田辺小学校（�62-0044）、
13日�▼田辺東小学校（�
62-4348）、8日�▼桃園小学
校（�63-6335）、8日�▼薪
小学校（�63-2000）、22日�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

健康介護課�
（�64-1335）�

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

▼草内小学校（�62-0054）、
15日�
電話による相談は学校教育
課（�63-4488）へ。

消費生活相談
毎週水・金曜日午後1時30
分～4時、市役所306会議室。
�産業政策課（�64-1319）

健康推進課�
（�64-1334、�64-1335）�

社会福祉協議会�
（�62-5447）�

今月の�

相�談�事�業�日�程�

おはなし会
▼3月3日�…ホットケーキ▼
10日�…王子さまの耳はロバの
耳▼14日�…ばけくらべ、うで
くらべ▼17日�…おはなしの大
好きな王さま▼24日�…かしこ
いモリー
土曜日…午後3時～3時30分、
水曜日…午後3時30分～4時。

ギャラリー
▼「にじみ絵展　～赤・青・
黄のひびきあい～」：小笠原＝
3月6日�～11日�▼「第5回子
ども読書絵てがみコンテスト入
選作品市町村巡回展」：中央図
書館＝3月13日�～18日�▼
「第7回パレット油絵展」：兼田
實＝3月20日�～25日�（21日
�を除く）▼「竹彫刻＆植物
画＆俳画展」：花林＝3月27日
�～4月1日�（30日�を除く）

ギャラリー“かんなび”
４月３日から受付開始
平成19年10月～12月使用
分の受け付けを、4月3日�
午前10時から開始します。

映画会
今月は「アカデミー賞作品賞
受賞作品」特集です。
▼3月10日…カサブランカ▼
17日…アパートの鍵貸します▼
24日…スティング▼31日…恋に
おちたシェイクスピア
いずれも土曜日の午前10時30
分から。

おはなし会
▼3月3日�…うぐいすの法華
経▼10日�…王子さまの耳はロ
バの耳▼17日�…ことりをのみ
こんだおじいさん▼24日�…ガ
チョウおくさんのおふろ▼28日
�…はるですはるのおおそうじ
▼31日�…かえるのお嫁さん▼
4月7日�…さる地蔵
土曜日…午前11時～11時30
分、水曜日…午後3時30分～4時。

おはなし会
▼3月7日…Little Daruma and
little Tengu（だるまちゃんとて
んぐちゃん）：英語のおはなし
会▼14日…ねずみくんのチョッ
キ▼28日…さる地蔵
いずれも水曜日。
7・14日…午後3時30分～4時、
28日…午前11時～11時30分。

児童向けテーマ展示
今回は、『これでキミも名探
偵！！　いろんなナゾをといて
みよう！』をテーマに、児童向
け図書の展示・貸し出しを行い
ます。
名探偵気分になって、ナゾと
きにチャレンジしてね。
3月24日�～4月8日�（3月26
日�、30日�、4月2日�を除く）。

要になった家電製品・家具など
を再使用し、学生・市民に販売
する「同志社キャンパスリユー
ス2007」を開きます。
3月24日�午前10時～午後4
時、同志社大学京田辺キャンパ
ス多目的ホール。
�同志社キャンパスリユース
実行委員会・加納（�080 -
6147-3179）

介護者交流会
3月26日�午後1時30分から、
社会福祉センター。高齢者の介
護をしている家族の交流会。前
日までに申し込み。
	社会福祉協議会（�62-
2222）

特定不妊治療費助成
府は、体外受精、顕微授精を
受けた夫婦の経済的負担の軽減
を図るため、治療にかかった費
用の一部を助成する特定不妊治
療費助成事業を行っています。
平成18年度から助成期間が

「通算2年間」から「通算5年間」
に拡大しています。平成16、17
年度の2年度継続して助成を受
けた人も、今年度助成対象とな
ります。今年度の対象は、治療
終了日が平成18年4月1日�～平
成19年3月31日�の人です。申
請は治療終了日年度内ですの
で、3月までに市こども福祉課
または、山城北保健所に申請し

てください。なお、治療終了日
が3月中で、申請が間に合わな
い場合は、山城北保健所に3月
30日�までにご連絡ください。
	山城北保健所（�21-2192）

エコ・ウォーキング
きょうたなべ環境市民パート
ナーシップは、「エコ・ウォー
キング～京田辺市内をテクテク
みて歩き～」を行います。途中、
ゴミも拾います。
4月1日�午前9時～午後3時30
分ごろ（雨天中止）。コースは、
JR同志社前駅…咋岡神社…飯岡
古墳群…寿宝寺…山崎神社…近
鉄宮津駅。30人。参加費300円。
3月15日�までに申し込み。
	きょうたなべ環境市民パー
トナーシップ事務局（環境課内、
�64-1366）

調理師試験
府は、平成19年度第1回調理
師試験と平成19年度製菓衛生士
試験を行います。
5月27日�午前10時～正午、
関西文理学院（京都市）。調理
師試験の願書の受け付けは、4
月16日�～20日�。製菓衛生士
試験の受け付けは、4月23日�
～25日�。受付場所はいずれも
京都府庁生活衛生室、山城北保
健所、田辺地域総務室。
	山城北保健所（�21-2191）

FHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHFHF

一般健康相談（成人対象）
▼毎週月曜日午前9時～11
時、保健センター。保健師・
栄養士による相談。予約制
▼3月5日�午後1時45分～3
時30分、保健センター。予約
制▼8日�午後1時30分～3時、
三野公民館▼14日�午後1時
30分～3時、中部住民セン
ター。医師による相談

こころの健康相談
3月12日�午後1時45分～3
時30分、保健センター。予約
制。

ふれあい相談室
毎週月～金曜日（祝日を除
く）午前9時～午後4時、社会
福祉センター。まずはお電話
を。

心配ごと相談
3月5日�・15日�・26日�
午後1時30分～4時、社会福祉
センター。

心配ごと出張相談
▼3月9日�午前10時～正
午、中部住民センター▼20日
�午後1時30分～4時、山本公
民館
高齢者等のための「これか
らのこと」相談
▼3月6日�、北部住民セン
ター▼30日�、社会福祉セン
ター
いずれも午前10時～正午。

司法書士法律相談
3月15日�午後1時30分～4
時、社会福祉センター。予約
制。

成年後見制度相談
3月9日�午後1時30分～4
時、社会福祉センター。予約
制。

弁護士無料法律相談
3月5日�・26日�午後1時
30分～4時、社会福祉セン
ター。予約制。

土曜日なんでも相談
3月17日�午前10時～正午、
社会福祉センター。予約制。

多重債務相談
3月30日�午後1時30分～4
時、社会福祉センター。予約
制。
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市
民
・
産
業
・
大
学
・
行

政
が
連
携
し
て
市
内
の
情
報

化
を
す
す
め
て
い
る
、
京
田

辺
情
報
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
会
（
た
な
べ
ネ
ッ
ト
）

は
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
後

援
＝
市
）
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
講
習
は
年
間
６
講

座
、
初
歩
か
ら
異
な
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
で
受
講
で
き
１
年
間

で
パ
ソ
コ
ン
マ
ス
タ
ー
を
目

指
し
ま
す
。
希
望
講
座
だ
け

を
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
受
講
者
５
人
に
１
人
の

講
師
が
つ
く
親
切
て
い
ね
い

な
講
習
。
今
回
は
す
べ
て
参

加
す
る
と
同
志
社
ワ
イ
ン
や

食
事
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
も
ら

え
ま
す
。

開
催
日
・
内
容
＝
▼
３
月

１２
日
�
・
基
本
操
作
と
タ
イ

ピ
ン
グ
▼
１９
日
�
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
遊
ん
で
み
よ

う
。
ま
た
、
希
望
者
は
学
食

で
昼
食
後
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
」「
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で

も
相
談
会
」
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時場

所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
メ
デ
ィ

ア
館定

員
＝
３０
人

参
加
費
（
１
回
）
＝
２
千

円
講
師
＝
特
定
非
営
利
活
動

法
人
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
　
Ｃ
ｔ
ｏ

Ｇ
・
ａ
ｃ

【
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
】

３
月
１２
日
�
午
後
２
時
〜

３
時

【
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相

談
会
】

３
月
１９
日
�
午
後
２
時
〜

３
時申

込
方
法
＝
市
役
所
、
北

部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
中
部
住

民
セ
ン
タ
ー
、中
央
図
書
館
、

三
山
木
福
祉
会
館
、常
磐
苑
、

北
部
ふ
れ
あ
い
祭
実
行
委

員
会
は
、「
北
部
ふ
れ
あ
い

祭
」
を
開
き
ま
す
。

【
期
間
】

３
月
１６
日
�
〜
１８
日
�

【
場
所
】

北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

【
１６
日
�
】

宝
生
苑
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
ま
た
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
参
加
希
望
の
部

（
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
パ

ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

会
）
・
車
で
来
場
す
る
人
は

車
番
を
書
い
て
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
３
月
９
日
�

申
込
先
＝
き
ゅ
う
た
な
べ

倶
楽
部
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
２
京
田
辺
市
興
戸
久
保

３７
、
�
６４
・
６
２
０
０
、

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

tanabenet2005@
yah

時
間
・
内
容
＝
午
後
６
時

３０
分
〜
９
時
３０
分
・
社
交
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

【
１７
日
�
】

時
間
・
内
容
＝
午
後
０
時

３０
分
〜
１
時
・
大
住
中
学
校

吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
、
午

後
２
時
〜
２
時
３０
分
・
舞
台

発
表
、
午
前
１１
時
〜
１１
時
３０

分
・
お
は
な
し
会
、
午
後
６

時
３０
分
〜
１０
時
・
カ
ラ
オ
ケ

大
会
、
午
前
９
時
〜
午
後
７

時
・
展
示

【
１８
日
�
】

時
間
・
内
容
＝
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
３０
分
・
舞
台
発

表
、
午
前
９
時
３０
分
か
ら
・

お
茶
席
と
模
擬
店
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
３０
分
・
展
示

【
問
合
せ
先
】

北
部
ふ
れ
あ
い
祭
実
行
委

員
会
（
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
、
�
６３
・
７
９
５
５
）

oo.co.jp

）

く
わ
し
く
は
、
き
ゅ
う
た

な
べ
倶
楽
部
・
今
里
（
�
０

９
０
・
３
７
１
０
・
１
０
０

４
、
留
守
電
の
場
合
は
連
絡

先
を
録
音
し
て
く
だ
さ
い
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

たなべネット�

１
年
で
パ
ソ
コ
ン
マ
ス
タ
ー
目
指
す�

１６
〜
１８
日
は
北
部
ふ
れ
あ
い
祭�

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
�

昨年の舞台発表

２
月
１３
日
か
ら
１８
日
に
か
け
て
中
央

図
書
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
第
８
回
た

な
べ
緑
の
風
作
品
展
」
が
開
か
れ
た
。

作
業
所
へ
通
う
人
た
ち
が
作
っ
た
陶

芸
、
絵
画
、
さ
お
り
織
り
な
ど
の
作
品

が
訪
れ
た
人
を
魅
了
。
毎
年
、
新
た
な

種
類
を
増
や
し
、
今
年
は
さ
お
り
織
り

で
マ
フ
ラ
ー
や

ス
カ
ー
ト
な
ど

の
作
品
も
。
ま

た
、「
か
ん
で

ん
コ
ラ
ボ
ア
ー
ト
・
２１
」
で
審
査
員
特

別
賞
を
受
賞
し
た
陶
芸
作
品
も
展
示
さ

れ
て
い
た
。

た
な
べ
緑
の
風
作
業
所
「
親
の
会
」

の
國
廣
弘
子
さ
ん
（
＝
写
真
）

年
々
、
目
に
見
え
て
作
品
が
良
く
な

っ
て
い
ま
す
。
作
業
所
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
持
っ
て
い
る
見
え
な
い
部
分
を

引
き
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
日
々
の
成
果
が
感
じ
ら
れ
満
足
し

て
い
ま
す
。

たなべ緑の風作品展�

趣向凝らした作品で
魅了趣向凝らした作品で
魅了

まちのできごとをまちのできごとを�
紹介します紹介します�

まちのできごとを�
紹介します�

ポケット�
　カメラ�
ポケット�
　カメラ�

作品を眺める作業所の人たち

壁一面に展示された作品

ア
ー
ト

の
作
品

も
多
数

毎年、種類が増えている陶芸やさおり織り

受賞作品

日
々
の
成
果
感
じ
満
足

京田辺玉露の有効成分�

ブレイクタイム�

京田辺玉露ブレイクタイム�京田辺玉露ブレイクタイム�

シリーズ21

京田辺玉露�ブレイクタイム�

日本緑茶には健康に良い、いろいろな成
分が含まれています。旨味成分の多く含ま
れる玉露には、普通の煎茶よりも多くテア
ニンが含まれます。もちろんカテキンやカ
フェインも含まれ、その相乗効果で、脳障
害を妨げる可能性があるといわれていま
す。
また、常飲することによってボケ防止に

なる効果があると
いわれています。
テアニンには、心
を落ち着けるリラ
ックス効果がある
といわれ、玉露を
ゆっくりいれて味
わうことによるリ

ラックス効果と共に、科学的にも精神を落
ち着かせる効果があるようです。
問合せ先＝農政課（�64-1362）

京都府茶協同組合提供�


